
 

 

 

 

 

 『お祭り』というと夏のイメージが強いですが、実は秋にも

多いです。秋のお祭りは収穫祭で、元々は、お米🍚やさつ

まいも🍠など、秋の作物の豊作を祝い、田畑の神様に感

謝して、次の年も豊作をもたらしてくれるように祈っていました。 

みなさんも、秋祭りに行った時やご飯を食べる時など、秋の

恵みに感謝する気持ちを持てるといいですね😉 

 

最近保健室では、夏の疲れがリセットしきれずに“秋バテ”の症状で 

来室する人も多いです。旬の食材は美味しいだけでなく、その季節の 

トラブルに対応した嬉しい栄養がたくさん詰まっています。ぜひ秋の食材 

を意識的に取り入れてみてくださいね🍄✨ 
 

 

本校では、毎年３年生に向けて、学校薬剤師の栗生正也先生による

『薬物乱用防止教室』を実施しています。今年度は１１月１４日（木）に

開催予定です。薬物乱用のリスクについてだけではなく、体調不良時の

服薬等についてのお話も、PowerPoint や動画を用いてわかりやすく

説明してくださるので、お薬全般について学ぶ良い機会にしてほしい

と思います🤗 

体調不良で保健室に来室した人に「何のお薬飲んだの？」と聞くと、「家にあったやつを適当に…」

「家の人に貰ったから何の薬かわからん」「前に病院でもらった薬」など、 😥という  

飲み方をしている人も少なくありません。服薬するうえで基本的な約束を守りながら、快方に向かわ

なければ、本当に今の自分の症状に合った薬なのかを医師や薬剤師にきちんと相談しましょう💊✨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

💻 世界的な統計では、１日平均６時間４０分

をスクリーンタイムに費やしているという情報もあります。この推定

によると、成人期の１７年以上をインターネット上で過ごすことになる

のだとか👀‼みなさんも、目を酷使しすぎていませんか？ 

こんな症状があれば、目を休めてあげたり、場合によってはぜひ受診も

検討を！👇 👁🏥 
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とある国の大学の研究では、スクリーンタイムを劇的に減らすことで、子どもの行動とメンタル
ヘルスが大幅に改善したという研究結果も出ているそうです👀 
“アウトメディア”というワードを少しでも意識してみることで、目を労わることができるだけで
なく、色々な良い影響あるかも☺ 無理せずできることからぜひ始めてみましょう🎵 

飲む時間を守ろう！ 

食前？食間？食後？ 

飲む量を守ろう！ 
自己判断の過剰摂取

は大変危険です ⚠ 

友達の薬を飲まない！ 
副作用やアレルギーの心配が

あり大変危険です ⚠ 

水かぬるま湯で！ 
それ以外の飲み物で
飲むと、薬の効き目
に影響が出ることも！ 


